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仕
候
を
抑
河
川
巾
候
。
建
て
政
右
術
門
を
殺
容
可
仕
と
申
候
席
、
議
左

門
井
近
所
杉
野
山副首兵術
・石
叩
一
平
治
右
術
門
へ
念
病
の
旨
巾
也
候
。
五

郎
左
衛
門
は
病
中
に
付
、
家
者
一
人
民
小
者
五
人
相
則
遣
候
。
杉
野
・

石
黒
は
野
外
へ
龍
出
不
十
北
合
候
。五
郎
左
衛
門
家
老
へ
、
安
静
陀
病
死

忙

τ加
盟
…
之
趣
鴛
知
候
忙
付
、
病
中
広
て
も
罷
越
可
刷
出
回
目
巾
逃
候
。
五

郎
左
衛
門
罷
越
候
は
、漸
〈
七
半
時
頃
陀
候
。
杉
鈎
・石
黒
も
共
時
分

電
-
候
。

n
正
は
政
右
術
門
一
人
の
所
震
に
い
た
し
、
共
外
は
ひ
た
す
ら

主
人
跡
目
相
拙
酬
を
仕
候
桜
K
、
取
柿
府
中
謀
ば
か
り
に
候
。
組
頭
入
江
八

郎
左
衛
門
へ
も
念
病
と
申
抽
出
候
。
念
引
の
帯
引
相
官
付
陀
も
判
形
相
別

へ
、
御
根
付
山
悶
十
左
術
門
へ
泣
候
。

n
正
時
喝
の
俄
皆
義
左
衛
門
所
骨
川

八
郎
左
衛
門
は
三
四
年
長
病
陀
て
難
慌
越
候
に
付
、
御

に
て
候
。

凶
帥

mV
畑
山
崎
町
産
方
騒
動
を
承
付
け
刀
を
抜
宮
、
共
場
へ

脱
出
可
申
と

に
仕
也
候
。
と

t
と
仕
姐
候
て
、
官
左
衛
門
い
と
と
山
本
五
郎
左
衛

術
門
市
候
は
、
迫
も
此
併
に
罷
成
候
上
は
、
不
居
者
共
を
御
切
被
成

候
て
も
無
詮
事
に
候
。
私
に
御
任
せ
世
可
被
成
候
。
定
数
取
剖
御
跡

目
断
絶
不
仕
山
肢
に
可
仕
と
申
候
。
盟
常
懇
話
叩
酬
が
際
弔
問
妥
の

妹
有
之
常
々
養
女
分
K
仕
也
候
。
此
者
は
磁
刀
を
抜
て
駈
出
候
施
、

是
を
も
義
左
術
門
抑
也
、
商
人
を
一
問
所
へ
迫
入
口
陀
付
居
申
候
。

に
罷
越
候
。
義
左
衛
門
罷
出
病
死
の
様
子
中
間
候
は
、
平
生
持
病
陀

て
大
別
大
協
仕
候
。
今
日
林
前
零
限
に
て
大
潟
仕
、
共
後
腹

-Mい
た

し
、
色
々
加
療
治
候
へ
ど
も
終
忙
致
落
命
候
旨
申
候
。
病
停
の
休
も

何
と
も
剣
心
外
様
子
陀
付
妥
巾
聞
候
は
、
我
品
川
ー
は
共
都
合
姑
も
仕
候

得
共
、
女
房
共
外
合
肱
不
仕
者
も
候
問
、
茶
の
間
盗
所
の
入
口
を
し

め
し
候
桜
陀
仕
度
も
の
と
巾
候
へ
ば
、
議
左
術
門
承
受
け
蕊
所
の
方

へ
参
候
内
陀
、
表
へ
可
罷
越
と
仕
候
得
共
、
入
口
を
締
世
候
K
付、

奥
の
庭
陀
小
者
一
人
炭
を
切
龍
在
候
陀
付
、
此
刀
を
共
方
へ
渡
し
候

問
、
是
陀
て
政
右
術
門
を
切
候
桜
花
と
申
聞
候
出
回
民
、
此
者
も
内
々

同
類
故
合
貼
不
仕
候
。
共
所
へ
又
義
左
衛
門
能
越
、
姉
妹
共
k

一
聞

の
内
へ
入
申
候
。
共
内
に
下
女
を
一
人
猿
戸
よ
り
出
し

J
M岡
多
古
陀

罷
在
候
兄
弟
共
の
内
へ
案
内
巾
む
候
。
扱
市
掛
川
恥
共
は
士
ロ
左
衛
門
死
骸

を
洗
消
め
、
衣
類
も
改
め
夜
箭
稲
聞
・盤
迄
も
改
め
敷
き
、
頭
巾
を
き

せ
病
死
の
紗
K
致
し
な
し
、
其
聞
は
門
戸
を
閉
置
き
外
人
の
不
来
様

見
届
候
へ
ば
共
趣
陀
候
陀
付
、
一
旦
共
通
り
と
存
候
施
、
家
老
鑓
死

の
趣
婆
口
上
等
申
開
候
に
付
、
議
左
衛
門
遁
走
り
不
申
桜
K
、
震
て

門
戸
を
も
閉
候
て
先
づ
義
左
衛
門
を
拍
柏
市
・
付
候
。
共
問
陀
政
右
衛
門

を
ば
、
不
破
元
澄
へ
使
陀
逃
候
旨
陀
て
、
元
滋
宅
よ
り
直
陀
翁
ν
致
=一逐
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